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お召列車用

EF58形電気機関車完成

Type EF58ElectricLocomo-

tive forImperialTrain

Completed

日立製作所口立工矧こ作〔は､昨年

三･ぬ封款より受.許せるⅠ三‡√58=形精気機

関軍7傭のlノ｣､】工F586ト替車1瑚庭守

ノ召し▼列坪牽引ノiうとして製作するエう指

示を受け､_を工場一一致協力ノ)繹黒この

程完成し､7月9Fニー7恒字分工土凱こ_於~て､

官民多数来賓臨席け~Fに盛大た落成Jこ

を挙行したし

本欄閏弾は一一般のEF58形機潤摂り)

設帖､性能の外に次のよ

む有している.

紺殊
L㌧r

雄.rト.■hノ

訴1図 ･11⊃

Fig.l.′r〉'pe

両側面に､前■拍咋)某飾線に連る美辟なて(践銅の流

線椚む恥仲ナている=

専一(の~i三安部分ほ教主■l値磨き､糾長生地色を=-Ⅰし

ている一

題転呈助手席~前にヰ)速度計を肛付けている_

電動発電機はす備界磁抵抗器な有しノ､し瑚旗スイ､ノ

ナにより随時両抵抗器を切換使用し得るようにな

っている｡

5.供

6･両

申との連絡 諸賢躍を有しているこ

転宅聞達絡闇の送話管を設けている二

7･お召し坤停止位岸の正確せ悍けるため､引込式の

列肇停LF二標示器を､運転室両側面に中耳設けてい
●

応急処置絹の道共指フ.とび予備品開が㈲磯薄井に設

〔ナられている.､

側廊下窓下にパンタグラフ用予備摺板7之び国板羊

の格納苗が設けてある､｢

10･不測の連裾器解放事故を防止するため､l]連上

掲｣た装置が収付けてある｡

以上の外､本機関華の高低圧配線全部ほ､

試みとL･て､全部ネオプレン

べきであるへ

我匡

繰を使Ⅲし.た唇は注目す

利+ヰニ =｣ 王_二F5バ け三･電 機 関
_車

EF58‡〈1ectric tt)(:OmOtive forImperialTrain

相模擬送電線の新設成る

ModelTransmission Line(3-PIlaSe)

Completed

最近の進一睾Lた迷′l定紋保護紙筒装置ほ､

る箇々把 温鍔が 高

到置装

速度で､敵陣の遠択能力が

ことは勿論､史に保護

J】qノ

虹

秀なる

電装置としての綜合愚作が適確

に行われることが絶対に必要である｡このような継

置を開発するためには､従来の比較的低 度の継電装置

第2図 新設せる三相横手疑送電線

Fig.2.ModelTransmission Line(~3-Phase~)
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はこの程日立

第35巻 第川号

作所笠戸工場に放て完成し､6月末より

第3回 内 部 の コ イ /レ 群

Fig.3.Co蔓l(;roup Arrange(1Insi〔1e

､･1よ｣壇過しなか/_)た_をくての電路ニミ的､機桝的の間魁の解

決を必要と､~jrる そのためにほ､理論的検討と柏伐って

雪際の使=状態にできるたけ近似した状態､特に敵陣先

生の過渡状態下で研究し､試験することか蚕腺である

今せl､借動晰-㌫覧佗び継首ノJ式の研究を主なる対象と

し∵て､鰊聞凋圧22n/440lr,∴次側よr)見た等価延長酢

75りl川1,1区端け~)∫宰相メ延長n.75Ⅰ川1(但し′､両等価延長

とも275!く17,8仙A ′混線に対し/ての催.)インヒーガン

ス角85.5 け三棚貰擬送電線む日立製作所日立研究所に

酢封∵二

二項割転送■赤緑は継′品絹針鮎川揖闇屈服牛`′誹甘償

に移動しうイノ∴と､→戸綿柑まkが可変であること､或ほ

虹巌坦の電藩主~夫寸しインヒ~←ダンス7)､こ･定なること等な

重視して設計してぁる 上る4日~目測こ行われたF~…･翫叶お

力抹式会社納け粧胞粗 蕗匠幹線用の釦 搬送 電継壁僻

畏謹一正速度再閉路基肥付うの音ぶ讃胴･ニは､この模擬

送電鯨が他日され七_ 以来引続き各降酢~最侶竹折究に詔

川されている

台湾向(■二57形機関車完成

'llype(】57Superheated Steam Tender

I.ocomotive for Taiwan Railways

(ブompleted

;･トナま~〔▼7'メリカ陳ミ･‡]Ⅰ工Ⅰ〕Sr緊芸■誹机狛=｣くいノ受訂､

11二CAご妻女も･∴l二む鈷跨親甘祥哩‖抽勺し57形機閂叩8朝

7 日小旬に船積を完了Lた㌧

本機関耳の大略仕様ほ次の通りである.

形 式 過熱テンダー型(円木斥摘

軌 間.‥.

Ⅲ 途‥.

迫C57形ノ

1.n67nlm

.旅客列印川

叩輪配i軋 .パシフィ･ソク し4¶612)形

運転歴偶感還二梼㍑掴.
.67.5001哨

端ノ蛸二(‥ 47.460】くg

引張力l_.85%汽圧の時∴ 12･8()01くg

依f†｣圧力･

工費5 息

161哨一/cm2

円の電子管工場建設に着手

■

Hitachi,I｣td･LaunchedintotIleEstablish- ■
ment of the Electron Ttlbe Factory

at the Cost of Half Billion Yen

昨年春H立製作所本社に高子工 闘発部が設けられ､

KCA社･Radio Co)-pOration of Alnericaノ)との技術

既成立等､日立製作所の電子二上 界への---･大進拇が計画

されてJづるが､その計画の▲一端として千葉県 原市iこ第

･糊工事として工費5億円を投資Lて電子管工場が新に

埋設されることになり､去る5月20日にその地鎮祭が挙

行された

建設計画によれほ､第一･期5億円し別に第∴､第∴期

計画･lり■て新し･･こ~1二域を建設L､機械設備を充実するこ

とになっている

敷地は現在の早野コニ喝6~江坪カニ佐川され同時に住宅〝｢

計画もなきわている=.

1:二暢はRCA廿(.Ra(】ioCol-P(汀ationofAnlel~ic～l)の

是正システムをそのまゝ取入れたもので､ 坪2,60nJ~lト

の鉄筋コンクリrト一個建~~ご､一生･鑑現場はすべてエヤー ●

コンディシ≡ゴン生き置による防ディシ≡ゴン生きこ崖による防j
､防渥､温度調節が行わ

かる一特､全国唯一-せ誇る最新式工場である､

明年4月にほ稼仇に入るが､29年度上期にほ月産で班

~作の糾2惜のテレビ用受像管､同各種真基管､ラジオ別

真宗管､~放 局/えび通信周各種其*管を生産､5年後に

は胃庇で現在の机5倍を拳げる計画である

ー〉■J_･122一-

第4区I
J､

Ll 湾 内 C57-1F三機関 巾

Fig.4.

Type C57Superheated

Steam Tender Locomotive
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EPB-F型炎光分析用

分光光電光度計

TypeI弓PlヨーF Hitachi

Flame Spectrophotl)metef

最近分仰二分光光電光度計む使用~十ることが牌になノ~〕

てきたか､二川こ什い各稽の分析法に座骨情附属装~1~甘か

ユ郎1けられるようになった_本某躍は炎光分仰仲里甜■･

を取付けた分光光稲光度計で､㈲甘･さ(.t最ヰ)抑_し､もし′1

‥

●

ある稀の元素を炎の｢いに入れると~元素特有のスペクト

ルをⅢし炎に邑が付`･∴ これを炎色吃応といい､IlI▲くか

｢J定1f【‡分析法の--~ノノ法として訣堪)られてし･る二.最近二〟~)

硯敏を定量分析にヰ)止J‖されるように炉)､二れを糾亡

分析という.

一失光分析にほ分光光電光度計のモノクロメ←タを分光

器とLて使い､光源部にランプの代りに被検炎光糾空き

換えればよい.=即ち被検液をアトマイザと称する部分1

微細な第として､ガスノトーナヘ空一気孔より吹き込めば､

霧l~いの 量をこ従って炎が着色するかr)､二｣し

をモノク11メ←タを適してその元素の輝線を接び目し､

測憲器てその輝線の威さを測与i三すれ漂を量分析が川イ

炎光分析はアルカリ金属のような化勃佃こ謹量の丼l_

く且微量でも著しく着色寸るものに最も過するか順什か

簡便な為他の炎色和己二をもつ元素の大部分に適=日日上

る､.

既に欧米各国ではl姐朕スペク1､ル分析とならんで着々

醍果を挙げてし､る 特に医学､生物学の分野にむ▲′さて､血

液中の微量なN;1,K,Ca隼の定量や各挿体液の分析に

非常な威力を発揮している｡更に農ご∴化学､金属､丁

ルカリ工
､一般薬品工業はじめあらゆる化学工業へLノ〕

応川が木器の完成により一段と広げられつつある.-.

炎光男､析用分光光電光度計ほ､炎光部(~バ←ナト､7

トマイザ~穴制御部 縮圧

/
/
l
＼

､忙力計､調節弁.〉､モ′ク

lり一夕部､測定部の4甘から構成さかて烏ぺ そLノ1外

観ノ之び煎統図を第5図ノ之び第占図に示す

その性能及び仕様の概略ほ次の過りでこと,る｡

(_1二〕検F-【l元素 Na,K,1ノi,～1g,Cこl,Sr,Bこl,C】､

～I11■チfニ

(二21横川債度

例 Nこl(.波長589】n/√1り･05ppn-

K(彼氏767m〃)扶10ppT--

(11).p.m.=1r)~~1)

(3~)釆㌻合着青度 十1%

:■f亡5巨更1

ド厄.5.

l〈l)B-F型栄一把分･析Il甘党尤電光度封

Typel(1JH-･ド1一日;l(tlliIJl:1me Spect--=･

と)1ュ(.)t(1metel`

メータ･･

二･才一i6lズー

I√ig,6.

炎 光 ソ亡 捜二 計 粍l■くl

l)iagra】ll()f′Ⅰ､)′l)e】一:1)1i--▲IJHit:l(･11‡

ド】こInleSl)eぐtT(申ll(巾_-1netel-

(4).甘拙斬聴音 イ'‥′､]5ぐ(･

つ'トてイーりご←は野性試上村州■し~し､

供刊2何軒凧~

′い ■アセチレンガス汀i曹長1J/--1in r常圧′

日本最 高 記録の

高 落差カ プラ ン水車受話す

打itachiSecured a Gl()ValOrder for

the Record Making High Head

Kaplan T11rbine

申溝帯力株式真幸旬日川l第∴発ノ息所ほ｢･l本に_んノゾザ張詰

落差であり､lと1二界に拾てヰJ有の高落差のカフごランノト｣

である.1｣立製作所とl_.て皿恥二軍落差試購混一拍こ.1こ〔一

散l‖1の模瑠試鹸を了j二ってト分な=トーを1､1っていたが､′√

州外国メ･-カーーを_∴とえた競走入札に甘㌣⊂r_一†本の技術す

∴津佃された■一帽裾討州一三1t仝什の横断に.とりH~､博川州

へ張詰が決定したて

本発電所機器の仕様ほ~卜記の通りてふる

rA- ト合一13.川〕r)lてW墜軸カフ■ラン水車

(l)MS--Ⅴ~ノ弓く1.Jノ
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有 効 落 差‥.

使 川 水
巨ゴ_

■

､

､.55Tll

･･26ふ¶3/■set､
回 転 数･･

▲40∩/333r.l).l~n.
｢Bノ1台-14,00nkVA竪軸閉鎖通風遺換気型

三相交流同糾発電機〔.1′rEトRl)骨

爽涼の秋9月15日東大安田講常に闘かれた｢ユ953年度

国際理論物理学会議｣閉会式に引続き､18日から5日間

京都大学に本会 場を移し､13箇国54人の世界釣物朋

学者を中心に､我国よりも同会議長湯州秀欄博士､藤岡

由夫教授(同会講組織委員全委員 〕､臼;本学術会読会長

亀山教授などを交えた600人に上る肛射和学徒が参加､

世界最高の英和を---▲主に め"極微のし【】二界"の捗[二､を究

明する本格的学会が闘催されたことほ､実に磯後始めて

の盛儀であり､日本科学界のたが)頼めて有半蓑なことて
あった､:

-i八y

一方東京羽田でほ5■ガ人の人々を集めて戦後れのJ頂立
空日｣を記念する華やかな航空ページェン†を練りひろ

第35巻 日 立 評 論 第10号

糠無断
昭和28年10月25日

東転載 昭和28年10月

言古

代

号ヒ
;一.∴･

F 普通号及び

!特 集 号

数 定

1冊分 r l…100

6 冊分〔4割引て)!¥430

12冊分(4割引〕 ¥840

印 刷

先 行

許
三/ゝ.

曲可

◆

=⊥

周 う妓

両

極

力

転

ト工.

第35/巻箭1()号

-

11,000＼J

60/5〔ト｢

故‥
‥400/333r.p.m.

数.‥
..18P

率.
.82%

げ､璃骨･で失った翼を平和条約発効で再び与えられ､--･

般の人々にも冥誓への関JL､を高めたのは結構だが､これが

三度世界職守への相中とならねば幸であるし
J㌧

本誌もこ-ゝiこ広々快調なる発行をつゞけ､中秋名月の

今布こゝiこVol･35,No.10の編

びは､すべて執筆

後記を綴る記者の喜

各r_ゝ【｡〔と愛読者新見の賜ものと感謝し

■

ているが､常に発行遅延勝ちな他誌に較べ､本誌のみ発

‡‥干警詣警諾言霊芸冨㌫霊き芸芸警三≡モアて協力して●

お蔭で本号も四国P･S･納lⅦ松尾川第一発電所用遠方監

視胡乱某社｣他13篇を掲載したい戦後天然栗源に乏い､

我[鄭ことって水力栗源の躍段ほ焦眉の急務であり､

の合理的運営を更生される折柄､その対

制御による発電所の
としての二遠ソノ

転が架求され､ノ｢回この意味に於

て松尾川第←･発電所の完.成を見たことは特に点味深いも

のがあり､本文はこの研究我苫である｡以下電機､嘩械､
Ti~て輔､馬車軋鉄鋼などバラエティある各持論文を揃えて

の圧巻=でもる

尚お馴染ネの一一家一言醐には､最近米【≡さ､享1ボンネビル電

ノ猫甥端から懸垂絹子十万苗を受注､外貨拉椙に大いな

ん貼明を与え､批界正目の的となった日本硝子K.K.吉

本社長から｢日永の生きる道-1を手昔で巻頭を飾った｡熟

読玩味して墳きたい至言であり､文字通り本当に日本の

牛きる遺を説いた一--一文である｡.

☆

近く本誌の~[鋸∃を詰る∴大別冊｢火力｣｢水力ー｣特集号

ノン別項予;誓一通り刊行する他､年■叶行事の最たるF~日立

.洋論｣絡まくり号一昭和28隼度目立旗備の成果-を年内
に発宣するため､編隻局はぃ庭兼行で原稿の根

真製版に全力をあげて過進している′二

接と御期待を頂きたいく

編集燕発行人

印 刷 人.

印 榔 --Jご･

行.桝

長 谷 川

榊 原

に､写 ●
何卒相愛らぬ御声

〔三寺沢生､_)

俊 雄

雄

新人東印刷ユニ芸株式会社
東京都千代田区神田神指摘J∧1の52

日 立 許
リヽ

甜1J

東京箱千代田区九ノ内1丁目 4番地

振 替 口 掩 東 京 71824番

電話千 代 田｢27.)

il壬壬壬二王呂j:
去 貢 番

21ト〔:1t)~ぅ,311イニ10二)
〓､

-

｢⊥
12

｢⊥

｢さ` A

広告取扱店 頼京都中央i~天新冨町2の16 電話登灘=二55二)9()23

1311く10J

08062番

広 和 堂

■

■
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l､日立｣綴込用新ファイルが出来ました

-1こらく品一別のため皆沌封二御迷惑お拗け致して二日i)

ましたが､今l‖陸イ三〔に見られ■生すような野牛優苫三な

緩込=朝ファイルが川~｣二､発′~ノ■己致し_ております.｡

特に綴込んには特殊な金彗な川いて鰍i叛こ綴込■

､jミろよつ_j二大さかており皆様かドJ打許な博ト〔十;

リま寸

r臼＼･価格 1組1箇年分緩込用

特価送料共 1▼ 220

て〉

.e■･発売所

立 評 論 社

東京都千巨:ロ引三九ノ内]-~｣L目こ1･番地

(｢′薪丸の内ビ炬デインゲ7階ノ

娠≡ 筈≡口.†うiミ サ〔 上;で 7182′1

い■ノい■■‥●■◆ノ●■-←~●ノ■い■■･t●■■一◆一▼---･-ハ‥り‥=■･･イー･■■■･1-いり･●■-‥●■●･●･一･●~●･--●t‥◆･†･‥･･‥り･ノ■●･い▼-◆-▲･‥‥◆●‥･･●･◆･･･●･●ノ･●･-り‥･◆‥●･◆､-･■.■一一.ハ■■‥●.■■一.▼1ノ●‥‥◆.●▼●_●･◆.●･●▲-り◆▲･
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新刊(昭和27年11月兼行)1i列5版 317貢 定価ir850.

本書は著者の約20 間に放ける特殊鋼に閑する研究と辟験を某とし特殊鋼全吸について記述したもので､

その内容としては党づ特殊鋼の製造法､次に熱鮎動こ関する革礎的領項を詳細に

り特殊鋼の韮如勺性質う巨びに時に実用特殊鋼の種顎､熱処胡､
ている｡

又重要な特殊合金材料についてもその概要を記述L､実際

び鋼材の欠陥とその防止法並びに試験棟査法等についても記

以上の通り本書ほ ∴
-

･

伴侶となるものである｡

発 行 所

発 育 所

ベ､更に合金ラ亡薫別によ

性質及びその取招等に重点を置いて記述され

上役び使用上の参1掛こ_賃するため､銅塊及

さj`t.たものである｡

造岩､研究者セび使尉者等の各機械電気､冶金､化学等その他小技術者の好
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